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ALiCC工法（低改良率セメントコラム工法）
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10:15～10:35

【地盤対策技術】

10:35～10:55

ＣＰＧアンカー工法

11:15～11:35　　　　　　　　定着岩盤が深いためアンカー長が長
くなったり、境界線が近いため十分なアンカー長が確保出
来ないなどの理由により限られた用地内で堀割道路建設
や開削工事等を実施しなければならない場合が増えてい
ます。仮設土留め周辺の砂地盤等へ、アンカー先端部に
取り付けた袋材にグラウト注入を行って先端を拡大したア
ンカー体を造成することで、強度の小さな地盤においても
高い引抜き抵抗力を発揮できる技術です。また、用地等に
制約があるためアンカー長を短くしたい場合や変形が生じ
た擁壁に対する補強工法等に適用が可能です。

【維持管理・長寿命化技術（道路・共通）】

【維持管理・長寿命化技術（河川・共通）】

ダムの排砂技術

16:20～16:40　　　　　　　　ダム湖等の堆砂面に排砂管
等を設置し、貯水位を低下させずにダム上下流の
水位差のエネルギーを活用して排砂する技術で
す。従来の土砂浚渫、運搬よる方法などに比べ大
幅なコスト縮減が可能です。

11:35～11:55　　　　　　　　「建設工事における自然由来重金
属等含有岩石・土壌への対応マニュアル（暫定版）」お
よび「建設工事で遭遇する地盤汚染対応マニュアル（改
定版）」の内容を踏まえつつ、実務担当者が自然由来の
重金属等を含む発生土の扱いについて対応できるよう、
調査、評価、設計、対策についての考え方、各種法令と
の関連等、具体例を交えながら解説している「建設工事
で発生する自然由来重金属等含有土対応ハンドブック」
を出版しました。

静岡

14:35～14:55　　　　　　　　コンクリート橋桁端部の
狭い遊間に適切に排水装置を挿入し、ジョイ
ント部からの塩化物を含む路面水の止水ま
たは排水を改善することによって、主桁や下
部構造の塩害を未然に防止する技術です。
既設橋の側面から遊間にゴム製やポリエチ
レン製の樋状の排水装置を挿入し、伸縮装
置を通じて流れる路面水を橋の側面に排水
します。橋本体に損傷を加えることなく、かつ橋下から設置できることから通行規制をす
ることなく容易に取り付けることができます。

コンクリート橋桁端部に用いる排水装置

16:00～16:20　　　　　　　　統合物理探査技術とは、表面波探査
や牽引式電気探査、電磁探査などを組み合わせて適用し、
地表から20m程度までの地盤や堤防盛土の内部物性構
造を高精度でイメージングする技術です。土研で開発したラ
ンドストリーマーという移動しながら測定可能な探査装置を
用いることで、従来より安価にかつ短時間での現地作業が
可能になりました。得られる物性値の相関性を統計的に解析し、堤防システムの浸透・
耐震安全性を評価します。従来のボーリング調査等での「点」の調査では見逃しがち
だった弱点箇所も，このような「面」の調査で確実に捉えることができます。これまで約
600kmの河川堤防で実績があります。また、地盤改良効果の判定にも有用です。

14:15～14:35　　　　　　　　舗装表面
および舗装体内にゴム系材料
等弾性の高い材料を使用する
ことにより路面のたわみ性を向
上し、車輌の荷重によって路面
の雪氷を破砕することで路面
の凍結を抑制することができる
技術です。従来の物理系凍結抑制舗装（4～5cm）と比べて2～3cmの薄層にすると
ともに、ゴム粒子は工業用ゴム端材を有効利用することで低コスト化しました。また、砕
石マスチック舗装を用いて表面を粗面にするととともに、舗装表面にもゴム粒子を散布
接着させることにより、凍結抑制効果を高めたタイプの舗装も開発しています。
○NETIS番号（ゴム粒子入り物理系凍結抑制舗装）：KT-140058-V
○NETIS番号（粗面型ゴム粒子入り凍結抑制舗装）：KT-140064-V

凍結抑制舗装（ゴム粒子入り凍結抑制舗装）

コンクリート橋桁端部用排水装置

ゴム粒子入り凍結抑制舗装の概念図（右：薄層、左：粗面）

　　　　　　　　軟弱地盤上で盛土工を行う場合に、軟弱地盤対策として用いるセ
メント系改良体の配置密度を、改良体にかかる土荷重のアーチ効果を考慮して低くで
きる設計法です。改良率を１０～３０％程度とすることで、従来と比較し最大７割程度の
工期短縮と３割程度以上のコスト縮減が可能です。
　国道バイパスの
盛土工事や河川の
築堤工事等におい
て平成２６年１２月末
で１００件以上の採
用実績があります。
○第15回国土技
術開発賞入賞技
術

○NETIS番号：KT-070009-VR

堤防上での探査の状況

ダムの排砂イメージ

　　　　　　　　サンドコンパク
ションパイル工法の施工機械を使用
して、砕石とセメントスラリーの混合材
料を締め固めた改良柱体を造成する
ものです。
　深層混合処理工法と異なり、原位
置土と改良材の混合を必要としない
ため、高強度かつ均質な改良柱体を
造ることができます。その結果として、
コスト縮減に寄与する工法です。

コンポジットパイル工法

10:55～11:15　　　　　　　　コンポジットパイル工法
は、既設構造物基礎の耐震補強構造であ
り、杭と地盤改良体を併用する複合地盤杭
基礎技術を活用したものです。既設杭基礎
の周辺地盤を固化改良することにより反力
効果を期待し、杭基礎の耐震性の向上を図
ります。地盤改良工は、機械撹拌や高圧
ジェット等の既存技術を用いており、狭隘な
作業空間においても比較的容易に施工す
ることができます。
　従来の耐震補強工である増杭工法など
のように補強材と既設基礎を一体化する従
来工法とは異なる技術であり、施工性もよく
工期短縮及びコスト縮減に寄与します。軟弱地盤や液状化地盤中の既設杭基礎に
適用することにより、耐震性が向上することが実験及び解析で検証されています。
○NETIS番号：HK-130008-A

インバイロワン工法（環境対応型の鋼構造物塗膜除去技術）

14:55～15:15　　　　　　　　鋼構造物の塗膜に新開発のはく
離剤を塗付し、シート状に軟化させて除去・回収する工
法です。ブラスト工法に比べて８割程度のコスト縮減や
騒音・塗膜ダスト飛散等の環境負荷低減、工期半減が
可能です。
○第2回ものづくり日本大賞（内閣総理大臣賞）受賞技術
○第8回国土技術開発賞最優秀賞（国土交通大臣
賞）受賞技術
○平成27年度　推奨技術（新技術活用システム検討会議（国土交通省））
○NETIS番号:KT-060135-V

塗膜の除去状況

砕石とセメントを用いた高強度・低コスト地盤改良技術

建設工事で発生する自然由来重金属等含有土対応ハンドブック

統合物理探査技術による河川堤防の安全性評価

SMA

16:40～17:00　　　　　　　　コンクリート構造物の耐久性向上・長寿命化を目的とした表面被
覆材で、従来品同等の遮蔽性、ひび割れ追従性、防食性、施工性を有する上に、透明
であるため、被覆後にも目視点検が可能な技術です。

タフガードクリヤー工法（コンクリート用透明表面被覆材）


